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援の課題を明確にすることである。保育 SW に関する 35 本の文献を，保育 SW の機能，保育所内での組織的対応の有無，
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が，直接本研究と関連した文献は表 1 のように 37 本であ
った。以下，4 つの分析枠組みに沿って結果を示す。な
お，本節において，レビューの対象となった文献につい





齊藤・谷口（1999）8 をもとに表 2 に示すようにソーシャ
ルワーカーの役割から 15 の分類項目を設定し分類した。
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本であった（土田, 2006；2010；中村, 2007；蘇, 2008；
武田, 2008；原田, 2011；原田・坂野・中村, 2011；百瀬・
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村, 2007；伊藤・若宮・桐原・宮崎, 2008；若宮, 2008；
森内・奥, 2010），エコロジカル・アプローチを取り上げ
た文献が 3 本（土田, 2006；2010；安藤, 2009），エンパ
ワメント・アプローチを取り上げた論文が 1 本（野島, 
2005），解決志向アプローチが 3 本（鶴, 2004；2005；2006），








































































































































































2008, p. 184. 
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